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日本語畢研究第29輯（2010.12. 20. pp.131～ 142) 

現代韓国語における混成語形成の形態論

辻野裕紀＊

〈要旨〉

本稿の目的は、現代韓国語における〈混成語形成；） (word blend, blending)の原理を形態論的な観点から闇明するところにある。

本稿では、とりわけ、 AB+XY→AY(e.g.手間＋入｜祖→字国）、 α＋XY→α:Y(e.g.寄＋（同l])E怪→年lさ）というタイプの蹴語を研究
伐E上に載せ、次の2点を明らかにした（αは原語の前部要素、 8は原語の後部要素） ： 

(1）混成語の長さAYは、 XYと等しくなるのがデ、フォルトである。

eε．喜望十日霊とEl101→害童三こ:EJ101
(2）混成語の結合点は次の通りである（混成謝拾点規則：

(Daの第1音節が開音節で8の第1音節が閉音節の験：αの第l音節の［onset+nucleus]+ Bの第l音節のcoda以降

e.g.呈2.10＋蔓己R!→雪己｜忍
②その他の験：αの第l音節十日の第2音節以降

e.g.人怜l同＋O恒l:l}O］§.→入国恥］§.

こうした規則に当てはまらなし例外的なものに関しては、意味的な観点などからの説明が考えられる。

また、日本語にも「おっぽJ（お（尾）＋しっ同などのように、 j蹴語が多く存在するが、日本語の混成語においても、長さ

がXYと等しくなるのが一般的であり、また、音節内部で分離が生じるという点で、韓国語と共通している。

論文分野：形態論

キーワード：現代韓国語，形態論，混成語形成，混成語の長さ，混成語の結合点，現代日本語

1.はじめに

1.1.研究目的

本稿の目的は、現代韓国語（以下「韓国語」とする）の〈混成語形成） (word blend, blending）の原理

を形態論的な観点から闇明するところにある。すなわち、韓国語において、混成語がし1かに形成される

かを、形態論的な視座から分析し、韓国語の混成語形成の特徴を明らかにする。また、先行研究に基づ

いて現代日本語（以下「日本語」とする）とも対照し、韓国語の混成語形成と日本語のそれの共通点に

ついても簡略に言及する。

＊誠信女子大学校専任講師，言語学・韓国語学
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1.2.混成語形成とは

混成語形成とは、派生や複合語形成などと同じく語形成に関する過程であり、 smoke+fog→smog、

キャベツ＋にんじん→キャベジン、のごとく、 「2語の一部ずつを結合して新しい語を形成するもの」

である1）。混成語は、英国の童話作家 LewisCarrollが用いた「かぱん劃 (portmanteau）とし、う呼称で

も夙に知られており、韓国語にも、 1H7い草笛01→1H営01、 7~Al+ tll弓 01→7i~Olなどのような混成語が存

在することが、司き（1964:276）などによって指摘されている2）。混成語は、共時的な語形成論のみなら

ず、歴史言語学や方言学でも扱われ、 01~位（1986:348）には、言語地理学の立場から、 71吾＋同吾→オ晋の

ような方言形が挙げられている3）。このように、混成語は韓国語にも古くから存在するが4）、とりわけ多

く現れるのは、いわゆる「新造語（新語）」 5）である6）。例えば、丑司こと司アトという新造語は、丑叫＋甚司！

と己17トが合わさってで、きた混成語で、ある。本稿では、こうした新造語を主な考察対象とする。

混成語形成は「削除的な（subtractive）操作を伴う」という点で、いわゆる複合語短縮（compound

clipping) 7）と類似しているが、両者は、形成過程が異なり、裁然と峻別しておかなければならない。窪

薗晴夫（1995:146）によれば、 「複合語短縮が削除操作の前に付加的操作によって2原語を結合する操作を

経るのに対し、混成語形成はそのような2段階の操作を経ず、 2原語がいきなり削除操作を受ける」と

いう点で両者は異なる。韓国語の例で言えば、例えば、短縮複合語である叶担は、 Cヰ天｝＋さ］干→［付加操

作］→叶天｝担干→［削除操作｝→叶忍という 2段階を経て形成されるが、混成語である苧l召は、手：｜司＋入国

1）窪菌晴夫（1995:143）参照。亀井孝他編著（1996:595）は、 「混成語J (fusion, amalgam）を「2つ（あるいはそ
れ以上）の単語をならべ、その音形の一部（多くは、中間部分）を削除してで、きた単語」と定義し、日本語

の例としては、ヤプル＋サク→ヤブク、ハラウ＋タタク→ハタクを挙げている。また、 ibid.は、 「混成語で
は、元の単語ないし形態素の音形の一部が残っている」のに対し、 「フランス語のa+le(s）→au(x)[o］のよう
に、元の形態素の境界が消失している場合は、融合（仏 amalgame）とよばれることもある」としている。

2）なお、司き（1964）は、喜~ではなく、喜岡（混態）という用語を用いている。
3）なお、 01~位（1964）は、喜信叶ではなく、喜豆叫（混活語）という用語を用いている。
4）現代語で日常的に用いている単語のうち、混成語という意識がない単語にも、語源的には混成語で、あった
ものも存在する。例えば、国叫は叶豆じい~司、夫ト己ト司は歪司＋歪司主だと考えられる。召笹忍（1973:57）参照。
5）吾舌型（1999:295）によれば、現代韓国語の新語について扱った論考は、 1J7l{J(1983）を嘱矢とする。
6）なお、新造語における語形成のうち、 「f昆成」は中心的な方法というわけではない。忍司包（2007）は、新造
語の語形成を「合成」 「派生」 「混成（blending）」 「切断（clipping）」 「略語化（acronym）」 「代置J
「｛昔用」に分類し、計量調査を行っているが、混成は2.34%に過ぎず、最も多いのは41.19%の合成
(compounding）である。
7）例えば、マザーコンブρレックス→マザコン、サラダド、レッシング→サラドレ。なお、本稿では「複合語」

という用語をcompoundwordの訳語として、すなわち、召吐、笠Hト司、 27｝叫などのように、 2つの単語
あるいは語基を直接構成要素としてなり立っている語を複合語と呼んでいるが、韓国の学校文法に基づい

た標準的な文法書であるせ7l{J ・ .Jl~2(1985;1993）をはじめ、韓国の多くの論考では、こうしたものを「音
信叶（合成語）」と呼び、 complexwordの訳語として「ヰ雷01（複合語） Jという用語を用いている。な
お、混成語が「単純語Jか「合成語」かとしづ議論もしばしば行われるが（e.g.号忍包（2009））、双方の性質
を併せ持った混成語を二者択一的にどちらか一方に分類しようとすること自体、無理があるようにも思わ

れる。尤も、混成語でなくとも、一般に単語を単純語か合成語かに分類するには困難を伴うことも多い。

辻野裕紀（2008:77）で、は、単純名詞を「複合名詞を除いたすべての名詞」 （ここで言う複合名詞には派生名
詞も含まれる）と定義したが、これは複合語であることが明らかなもの以外は（共時的に）すべて単純語

と見倣すとしづ立場であり、こうした立場に立てば、混成語は、相対的には、合成語よりは単純語に近い

ものと言えるかもしれない。韓国語の語形成、語形成論の詳細については、北村唯司（2007）を参看されたい。
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→［削除操作｝→字国であり、＊苧肉入国という語形は経ない。これは、実際に＊宇1羽入国という単語が存
在しないことから明らかである8）。入力段階の前部要素αをAB、後部要素8をXY、出力形（混成語）をγ

とすると、上の混成語形成と複合語短縮はおのおの次のごとく定式化しうる。

｛混成語形成と複合語短縮］

混成語形成： AB+XY→AY(=y) 

複合語短縮： AB+XY→ABXY→AX(=y) 

また、窪菌晴夫（1995:147-148）は、混成語形成と句の縮約の境界も微妙だとし、例えば、 motelがmotor

+hotelで、はなく、 motorist’s hotelという句の縮約である可能性を示唆している。韓国語の場合、日本語

と異なり、句や文の縮約によって形成された新造語が非常に多く、これは韓国語の新造語形成の代表的

なパターンの1つだ、と言いうるが、こうしたものも混成語とは区別しておかねばならない9）。

1.3.本稿が対象とする混成語

本稿では、上で見た苧問＋人！召→苧l習のタイプ、すなわちAB+XY→AYとなる混成語形成を考察の対象
とする。出力形γは、組合せ論的には、必｛（豆ロト（~）＋司（恐）→E口問）、 AY（有（有）＋（人］）召→有召）、 BX

（（包同）現＋曹（包）→現理）、 BY((0り奇叫＋（位同！）型司→吾ロト望司）の4ノ〈ターンがありうるが、このうち、

AB+XY→AYが、韓国語の混成語形成の基本パターンであるからである10）。先行研究によって、このパ

ターンが計量的に最も多いことが指摘されており11）、筆者による簡単な走査でもAB+XY→AYが最も一

般的であることが分かった。そこで、本稿では、このことを考慮して、 AB+XY→AYというパターンを中

心に分析する。

また、一口に混成語と言っても、言語事実をつぶさに観察すると、語形成論的にさまざまなものが混

在していることが分かる。例えば、上で見たように、混成語の定義は、 「2語の一部ずつを結合して新

しい語を形成するものj だが、寄＋（吋1)同さ→寄司吾、~（叫）＋司l包→£1司1包などのように、出力形γがαY、

8）したがって、警忍包（2009）などが混成語として扱っている智望、吾ヲト、組ヲトなどといった単語も、本稿で
は短縮複合語と見倣す。智望号、吾ヲト同l司、建豆ヲト叶己？という単語も存在するからである。また、 ibid.は、~
H降、時Oj善司をそれぞれO｝豆叫Oj~ ＋号、川Oj望豆＋喜司として混成語と見ているが、実際には曾叫、川Oj と
いう語も頻繁に用いられ、そのまま曾時＋号、将Oj＋善司で、ある可能性も高いことから、本稿ではこうした

語も混成語とは見ない。
9）例えば、量豆（』セ呈♀望）、与入国（』早型告人隠さ：J-E2.包）など。他にも、~人ト司（国量牛訟と人ト；天間
Q］司）、包右O｝（包ロト担干 O｝雲）、苔tl]（苔牛号日l主否）、日早天1(日合、早斗、天1言）、吐含（岱干on含7]7ト対叫）、
天！芙ロl侭1升卒天l 臭司ロ1g司）、舌人同信号外·~叫叫7'］オ吉日三人間）、口lし陪（ロ10司叫き苧OF）、会主吾（会叫
天l英霊 2司7'］豆吾卒思）、苅i量豆（刈叫吾司！雪己l主7］想叶）など枚挙に逗がなく、これらも言語学の分析の
興味深い対象となりうる。

10）この点においても、混成語は、短縮複合語と大きく異なる。短縮複合語は、 AB+XY→ABXY→必｛となるの
が一般的である。
11）警忍包（2009:19)によれば、 AY(ibid.で、はad型と呼んでいる）が、完全混成語（「完全混成語」としづ概念に
ついては後述）全体の72.4%を占めている。なお、 AB+XY→AYとし1うノfターンが圧倒的に多いのは日本語
や英語でも同じである。このような傾向について、 <f1天i号（1997:347-349）は、 Aitchison(1994:134）を引きな
がら、 「号至豆耳（浴槽効果， bathtubeffect）」という概念で説明している。
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あるいはA[3となっているものも存在する。定義の「2語の一部ずつJという部分に厳密に従えば、これ

らは混成語とは見倣しえないものだが、形成過程が混成語と類似しており、本稿では、 α＋XY→αYのタ

イプに限り、研究の姐上に載せる12）。なお、本稿ではこうしたものを「不完全混成語」と呼び、一方、 2

つの単語の一部がそれぞれ結合した混成語を全き混成語、すなわち「完全混成語」と呼ぶことにす

る13）。

【混成語の下位分銅

①完全混成語…2つの単語の一部がそれぞれ結合して形成された混成語

e.g.苧l（有）＋（人l)召＝字国、碍（若田）14）＋（土）TI同l司→将司オ｜同

②不完全混成語…ある単語の一部と、別の単語全体がそれぞれ結合して形成された混成語

e.g.寄＋（叶D同吾→寄同吾

さらに、不完全混成語には、次の例のように、 αが拘束形態素で、あるものも存在し、こうした拘束形

態素は「単語Jではないため、定義の「2言白としづ部分にも反するが、本稿では、こうしたものも考察

の対象としておく。

e.g.全一＋（位）司型己1→金司謹司、斗ー＋（司）司己閃→叫蒔己｝天l

これらは、それぞれ集会位司望司、·~司司己閃とは言わないことから、短縮複合語とは区別されるべき

ものであり、短縮複合語ではなく、混成語に準ずるものと見倣さなければならない。

以上のことを整理すると、本稿が対象とする混成語は次のごとくである。

【本稿が対象とする混成語】

①1AB+XY→AY 

②α＋XY→αY（αが拘束形態素であるものも含む）

1.4.先行研究

韓国語の混成語形成に関する先行研究としては、 lJ吾司（1967）、包天l号（1997）、人｜忍吾（2006）、警忍包
(2009）などを挙げうる。紙幅の制約で詳細に論ずることはできないが重要な点、なかんずく、混成語の

定義に関わる部分について主に簡単に概観する。

まず、 ＼＝［吾司（1967）は、中世語（15世紀）における混成語を扱ったもので、せ尋二子号tcト（←せ宣じト＋三子
有三子弓守じ｝）、豆l2l~舌 t叫（←五｜到 tヰ＋吉宮守叫）、 J..i ：三 t叫（←刈量tじい入｝：三守c｝）などを例に挙

げつつ、混成語の新造を「類推豆｜一種旦豆吋司 model曇封象2豆を牽引司l依告突」、 「speaker9.l意

識今司11 o:j司類義アト同♀量叫を~71と困難曇排除司71 震警交」、 「感動的包表現効果雪量司71：矯告

突Jなどに分けている。これらは、混成語が生じる原因（契機）による分類であり、本稿が闇明せんと

12) AB+ f3→A/3に関しては、 AB+XY→AXJこ準ずるタイプと見倣し、本稿では扱わない。
13）なお、警忍包（2009）は、こうしたものを「E喜信叶（半混成語）」と呼んでいる。
14）標準語では天間百が正しいことになっているが、ここでは実際の発音を重視して、京隠Eと表記しておく。
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する問題とは異なる。

認知意味論に立つ包天1号（1997）は、 α （wx) + f3 (yz）におし、て、 WZ, XYとなるもののみを「混成語Jと
し、 wy,xzとなるものについてはそれぞれ「同司雪組内、 「亙司雪組叶」と称して、混成語とは区別し

ている。しかし、語形成論的には、切り取られる部分の位置が異なるだけであり、 WZ, XYとwy,xzを区

別して、あえて前者のみを混成語と認める根拠が必ずしも明確ではない。この点において、本稿の混成

語の定義と異なる。

サイバー言語の造語法を詳細に扱った人l忍苦（2006）で、も混成語について論じられているが、その例と

して挙げられている司司や歪思などは、本稿の立場からすると、混成語とは認められないものである。

何となれば、締約される前の語形である、司王司往や歪オ~丈：ff§などといった語（句）も実際に存在する

からである。そういったものは、既に述べたように、短縮複合語と見倣すべきであり、手！五］＋入国→苧l召
のようなタイプの典型的な混成語とは語形成過程が異なる。無論、中には混成語なのか短縮複合語なの

か判断に迷うものもあり、その線引きは容易ではない。むしろそのような暖昧な語例を境界として、混

成語と短縮複合語がなだ、らかに連なっているのが言語事実のありようだと言うべきではあるが15）、少な

くとも、明らかな短縮複合語を混成語と混同してはなるまい。

警忍包（2009）は、本稿と同様に新造語の中の混成語を詳らかに論じた論考であり学ぶべき点は多い

が、最も大きな問題は、語例の中に、英語や日本語でも用いられる混成語が少なからず混在していると

いう点である。こういったものは、混成語の語形がそのまま韓国語に借用された可能性が非常に高く

（つまり韓国語内部で形成された混成語ではなし、）、韓国語の混成語形成のメカニズムを明らかにする

上で、無駄な混乱を粛しかねない16）。その実、これとて、厳密に完全に排除するのは困難を伴う作業で

はあるが、本稿では、可能な限りそうしたものを分析対象の坪外とした。

1ふ言語資料

既に述べたごとく、分析対象は韓国語のいわゆる新造語とし、具体的な資料としては、韓国の号宮号

叶包干租（2000,2001,2002,2003）、号百号吋組（2004,2005,2006）、号百号吋包翠（2007）、召7lt}・封71宣（2009）そ

の他を用いて、上に述べた混成語の定義に従い抽出した混成語全115個について分析を加えた。

2.分析結果

本章では、上で、述べた言語資料の分析結果について述べる。

ところで、混成語形成の形態論的な原理を明らかにするということは、混成語の「長さ」と「結合

15）これは日本語や英語の場合も同様である。窪薗晴夫（1995:147）も指摘するとおり、例えば、カモメールや
heliportのような語は途中でそれぞれ、カモメメーノレ、 helicopterairportとしづ語形を経ている可能性も考

えられるし、 ChunneH士、実際にChannelTunnelとしづ複合語形も存在する。
16）例えば、旦百対などは英語からそのまま借用された混成語、♀日｝E｝己Mなどは日本語からそのまま借用
された混成語であろう。こうしたものを、韓国語内部で形成された混成語と同列のものとして扱うと、不

必要な混乱を来す恐れがある。
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点」を簡明するということにほかならない。 「長さJと「結合点」が決まれは混成語の語形は1つに決

定されるからである。以下、 「長さ」と「結合点jについてそれぞれ論ずる。

2.1.長さ（音節数）

まず、長さ（音節数）に関して見る。原語（sourceword）の長さと混成語のそれの関係を、完全混成

語と不完全混成語とに分けてまとめると、次の表1、表2のごとくである17）。

AB=XY=FAY 

AB手XY=FAY

計

α学XY学αY

計

【表l】完全混成語（AB+XY→AY)

語例

言ト♀こ三＋2司会→司♀TI1と三

喜Eロl叫曾＋主型ー是正盟

【表2】不完全混成語（α十XY→αY)18) 

刈♀＋智同7~→人H♀同7~

1個（1.4＇切）

2個（2.9拡）

70個（100.0%)

45個（100.0切）

これらの表を見ると、 XY=AY、XY＝αYとなるパターンが最も多いことが分かる。つまり、混成語の

長さは、原語の後部要素と同じ長さになるパターンが計量的に優勢で、ある。とりわけ、完全混成語の場

合、筆者のデータでは、 94.3%、すなわち9割以上の混成語が、原語の後部要素と閉じ長さとなる。例え

ば、次のような語例がそうである。

－司（吾）＋（司）舌→司週

－叶（ヲトと）＋（号）忌卒→叶岩手

－苧（ロ10R)＋（在）叫豆ヨ→手時三ヨ

17）比率は、小数第2位を四捨五入。品詞に関しては、ほとんどが名詞＋名詞だが、明司＋ロm→司思のよ
うに、ごく一部に用言＋名詞という構造のものが含まれる。こうした語例の用言部分の長さ（音節数）は

辞書形の長さとした。なお、これらは、用言語幹が名詞と直接結合しているという点で、いわゆる非統辞

的合成語（e.g.司位、美同宇Dと類似しているが、例えば＊司日間のようには言わないことから、非統辞的
合成語とは区別しておかなければならない。

18）完全混成語と異なり、不完全混成語では、 α＝XY＝αY、α＝αY:t-XYはありえない。
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－喜（包）＋（国）霊と司1101→喜善土岡01

不完全混成語については、完全混成語ほどは顕著ではないものの、 6割以上の混成語が後部要素と同

じ長さとなる。そして、 XY＝αYとならないパターン、つまり、 XY拘 Yの語例を観察すると、次のような

興味深い特徴に気付く。すなわち、 XY-:f-αYの語例の多くが、思19）、盟20）、同7~21）のように、 Yの部分があ

る特定の要素になっている。これらは、他の要素に比べ相対的に生産性が高く、事実上、接尾辞化して

いると見ることも可能である。例えlま、平人l~の語形成過程は、ミl人l ＋主型→J]_人l望！ではなく、五人l＋菖→

2人l望であり、混成語形成にあって、望は宣望という単語の一部として切り取られたのではない。もはや
型自体が単独で、形態素の資格を持つようになっているのであり、このように見れば、こうした語を、混

成語から除外することもできる。少なくとも、 「2語の一部ずつを結合して新しい語を形成するもの」

という定義に忠実な、典型的な混成語とは言い難い。このような事実を考慮すると、韓国語の混成語形

成において、混成語の長さは、原語の後部要素の長さと等しくなるというのが基本だと言いうる。

韓国語の混成語形成において、混成語の長さは、

原語の後部要素の長さと等しくなるのがデ、フォルトである

2.2.結合点

次に結合点について見てみよう。ここで言う結合点とは、混成が起こる際に2原語が分離・結合する

単語内の位置であり、 AとBの境界、 XとYの境界を意味する。結論から述べると、次のようなタイプが最

も一般的である。

・人ト（01同）＋（Oり豆叫01豆→刈豆叫01豆

．君（存同）＋（組）人間→右人1包

－岳（人同）＋（曽）蓮司令→岳連7-11牛

. g（人同＋（包）霊平<{Jl7¥ド喜善早<{ll刃

．喜（吾）＋（位）ア｝豆豆→芸乃豆三

こうした混成語はすべてくαの第l音節＋f3の第2音節以降〉という構造になっている。しかし、さらに

語例を観察すると、次のような混成語の存在に気付く。

、川町

忍

け

門

司

刈

喜
｝
叫
じ

↓
↓
 

忍

叫

司
、
同

き
吉
、
利

＋

姐

叫
い
」
＋

司
同
苅
「

呈

叫

19）」Oj1思、企7~%J、人｝71思など。

20）専河11~、王手~·盟、平人1望など。
21）平司同7~、刈♀同7~など。なお、これは曹司オがもともと l 単語（ドイツの地名に由来）であるにもかかわ
らず、習を「ハム」と異分析（metanalysis）した結果と見てもよいだろう。日本語においても、逆形成
(back formation）的に、 「チーズノミーガー」、 「てりやきパーガー」などとし1ったことばが用いられてい

るし、英語でも同様である。
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4.まとめ

以上、韓国語の混成語形成について、形態論的な観点から分析を加えてきた。本稿では、とりわけ、

AB+XY→AY、α＋XY→αYとし、うタイプの混成語を対象とし、次の2点を明らかにした。

(1）混成語の長さAYは、XYと等しくなるのがデ、フォルトで、ある。

(2）混成語の結合点は次の通りである（混成語結合点規則）：

①αの第1音節が開音節で、。の第1音節が閉音節の場合：

αの第1音節の［onset+nucleus]+ f3の第1音節のcoda以降

②その他の場合：

αの第1音節十3の第2音節以降

混成語はもともと語数自体が少なく、一般化には困難も伴うが、今後も可能な限り、語例を補強しつ

つ、言語事実に基づいてさらなる検証を行うつもりである。また、上の規則に当てはまらない例外的な

ものについての詳細な考察や、本稿で、は扱わなかった混成語エラーについての分析も行いたい。
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<요 지 >

현대한국어에 있어서 혼성어 형성의 형태론 

본고의 목적은 현대한국어의 〈혼성어형성〉 (word blend, blendin잉 의 원리를 형태론적인 관점에서 뱀는 데에 있다. 본고에서는 특히 

AB+XY• AY (e.g. 취직 +시집→취집) , α+XY→αY (e.g. 욕+뻐즌→욕티즌) 와 같은 타입의 혼성어를 대상으로 댐의 두 쩨 사 

실을밝혔다(α는원어의 전부요소, 6는원어의 후부앞) : 

(1) 혼성어의 길이 AY는XY와 같게 되는 것이 defa띠t이다. 

e.g. 통일+템플스테이→통플스테이 

(2) 혼성어의 결합점은댐과같다 (현어 결합점규칙) ; 

@α의 제1음절이 개음절로 떼 제1음절이 폐음절인 경우 ; α의 제1음절의 [onset+nucleus] + 8의 제1읍절의 coda 이후 

e.g. 코리안+훌리건→콜리건 

@기타의 경우 ; α의 저Ill음절+8의 제2음절 이후 

e.g. A에버 +아르바이트→사르바이트 

이러한규칙에서 벗어L판 예외적인 E뻐에 관해서는의미적인 관점 등에서 설명이 가능하다. 

또 일본어에도 「힘이휘 (힘 (尾) + L이휩 등과 같이 혼성어가 많이 존재하지만 일본어의 혼성어에 있어서도 길이가 

XY와동일한경우가 일반적이고, 또음절 내부에서 분리가생긴다는점에서 한국어와유사하다. 

논문분야 : 형태론 

키 워 드 : 현대한국어, 형태론, 혼성어형성, 혼성어의 길이, 혼성어의 결합점, 현대일본어 
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